
先日お知らせしました、高津川の堤防上に河口からの距離を標示した対対空空標標示示を

国土交通省職員が防災ヘリにより上空から、視認性や標示間隔等を確認しました。

搭乗者からは「上空からでもハッキリ確認でき、位置特定が容易だった」旨の報告を受け、

対空標示の有有効効性性が確認できました。

 整備箇所：高津川（直轄管理区間） ５箇所（別図参照）

豪雨や地震時などにより災害が発生した際は、被災箇所の早期発見を目的に

上空からの情報収集を行います。堤防上の舗装面に河口からの距離を標示することで、

上空から被災箇所の位置を特定することが容易になり、その後の応急復旧など

迅速な対応につながることが期待されます。

今後、職員が感じた上空からの視認性や標示間隔等を踏まえ、浜田河川国道事務所

管内の配置計画などを検討します。
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『空から発見!!』

災害時に備え、上空からの位置特定を容易に
～職員が上空から「対空標示」の有有効効性性を確認しました～

お知らせ



箇所名 左右岸 表示内容
文字サイズ
（１文字）

5k000 左岸 Ｌ５

6k000 左岸 Ｌ６

7k000 左岸 Ｌ７

10k000 右岸 Ｒ10

12k000 右岸 Ｒ12

３ｍ×３ｍ

「対空標示」整備箇所

L5

L6

R10

R12

L7

別図



上空(高度約400m)から確認した「対空標示」 別紙

災害時には・・・
『高津川左岸、河口より６km付近で
侵食が有り』と言う様に位置特定が
容易になります。

対空標示
文字ｻｲｽﾞ：３m×３m

(1文字)


